


事業概要

1. 期間

2. 最終目標

3.成果・進捗概要

水素液化機に関する2050年度水素供給コスト20円/Nm3を実現可能なレベルの技術確立

⚫ 水素を用いた実証試験設備竣工し、水素を用いた実ガス実証試験を開始した。大型化のFSを実施し、
ハンドリング面もケアしつつ性能目標も達成できる設計案を得た。

⚫ 動力回収型膨張タービン、Wetタービン、磁気冷凍機については、第３フェーズ（FY25～28上）で
実施する実機スケール試験に向け、追加の要素試験や、各試験設備および供試体の計画・設計、発注
等を実施した。

開始 ：（西暦）2021年10月
終了（予定）：（西暦）2031年3月
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3．研究開発成果について

研究開発の成果と意義（①圧縮機/小型機サイト実証）
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実証試験設備プロセスフロー

試験 状
況

ロータ安定性確認試験
・・・MR（API617、粘性変更試験）

済

性能試験（ASME PTC-10） 済

サージ試験 未

長期強度評価試験
・・・8000hr run

未

• 特許や論文、学会発表、広報等の取り組み
特許出願：9件、プレスリリース：2件、研究発表：1件
（ https://www.khi.co.jp/pressrelease/detail/20260319_b2.html）



3．研究開発成果について

研究開発の成果と意義（①圧縮機/大型機技術拡張）
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• FSを実施し、実現可能な試験機仕様を決定。

・構成部品も大型化するため製作難易度が上がる。
・使用する素材重量が増え、高コスト化につながる。
・コアパーツであるインペラ素材のサイズがメーカ取り扱いサイズを超える

小型機を単純に相似拡大した場合の課題

よりコンパクト化した大型機の新規設計に着手

・サイズダウン設計検討：済。機械装置として成立可能。
・圧縮機性能検討：済。相似拡大設計と同等の性能を達成できる見込み
・ロータ安定性検討：検討中。
・インペラ素材：試験計画立案中
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①圧縮機
• 液化機用途については2030年の事業化を想定。
• 2027年度内に小型機での長期強度評価試験を完了。大型機に結果を反映する。
• 2028年度に大型機の試作開始、2030年度内での工場試験完了を目指す。

②動力回収型膨張タービン、③Wetタービン、④磁気冷凍機
• これらの機器は、2030年代半ばの大型水素液化機への適用を想定。事業化は

2035（②③）～2038（④）年度頃を想定。

• いずれも革新的技術でハードルが高いため、それぞれ実機スケールの単体試験機
を製作し、試験を2027～28年度にかけて実施（いずれも水素環境中）。その結果を
最終フェーズ（FY28下～FY30）での全機試験に反映する。

4．今後の見通しについて


